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　第二波フェミニズムの登場からおよそ半世紀。あらゆる差別の中でもっとも
自然化され，不可視化された差別である性差別を脱自然化し，可視化した思想
と実践であるフェミニズムは，20世紀後半の世界を揺るがした。今日，「個人
的なことは政治的である」という標語のもとに，第二波フェミニズムが再定義
した概念である家父長制，ジェンダー，セクシュアリティ，セクシュアル・ハ
ラスメント，ドメスティック・バイオレンス，ミソジニーなどなどの用語は日
常言語の中に定着し，法律にも組み入れられるようになった。当初，フェミニ
ズムが嫌われ，揶揄され，叩かれていたことを覚えている者には，隔世の感が
ある。
　第二波フェミニズムは，近代の完成期にあたって近代批判として登場したが，
それから半世紀経って，近代そのものが変質してきた。フェミニストがあれほ
ど批判した「近代家族」はもはや多数派ではなくなったし，それを支える異性
愛中心主義もセクシュアリティの多様化によって規範力を失ったし，「サラ
リーマン・専業主婦体制」も過去のものとなった。にもかかわらず，女性の生
きづらさは少しもなくなっていない。
　いかなる思想や理論も，時代と社会の産物である。近代の変質はさまざまな
論者によって指摘されており，ウルリッヒ・ベックは「第二の近代」，アンソ
ニー・ギデンズは「後期近代」と名づけ，またしばしば「ポスト近代」とも呼
ばれる。ベックはそれを「リスク社会」と呼び，ジグムント・バウマンは「リ
キッド化する社会」と呼ぶ。いずれの論者も鋭敏に社会の変質を感じ取ってき
た。それらの変化は，すべて第二波フェミニズムが登場した 1970年代以降の
産物である。先進諸国はのきなみ低成長経済を経験し，出生率は低下し，高齢
化が進んだ。その時代は，グローバリゼーションとネオリベラリズムの時代で
もあった。その変化に対応して，フェミニズムの思想と理論もアップデートし
なければならない。
　歴史的には第二波フェミニズムのあとにも，第三波フェミニズム，第四波
フェミニズムがあるといわれるが，理論的なブレイクスルーは第二波以降，起
きているようには見えない。ジェンダー研究者の層は厚くなり，実証的な経験
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研究は蓄積されたが，理論研究に大きなパラダイム転換があったようには思え
ない。運動の波は高まっても，理論の方は取り残されている感がある。
　2022年，ジェンダー研究の盟友，江原由美子が新著『持続するフェミニズ
ムのために――グローバリゼーションと「第二の近代」を生き抜く理論へ』
（有斐閣）を刊行した。そこには江原が「第一の近代」と区別して「第二の近
代」と呼ぶ歴史の新しい段階に対応して，第二波フェミニズムが生み出したさ
まざまな思想や理論が今でも有効か，すなわち「フェミニズムは生き残れる
か」という切実な問いかけがあった。
　本書は，その江原の真 な問いかけを受け止めたジェンダー研究者たちに
よって書かれた。世代も分野もアプローチもそれぞれに個性的なジェンダー研
究者たちが，多方面から江原の設定した問いに答えようとしている。相互の論
文が補い合って，フェミニズム理論の新ステージが立体的に立ち上がることを
実感してもらえるだろう。
　江原の新刊を読んだとたん，ここには重要な問いが書かれていると感じた上
野が，共編者を引き受けた。日本における女性学・ジェンダー研究のパイオニ
ア世代として共にこの分野を牽引し，尊敬する論争の相手でもあり，またこれ
までも『日本のフェミニズム』（岩波書店，旧編 8冊，1994―1995，新編 12冊，

2009―2011）や『岩波女性学事典』（岩波書店，2002）などの共編に関わってきた
この畏友と，再びタッグを組んで書物を世に送ることができてうれしい。

上野千鶴子
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あとがき

305

あとがき

　本書の企画が持ち上がったとき，わたしは，自分の問題意識から生まれた問
いが多くの人に引き継がれ新たな展開となることのうれしさとともに，「いっ
たい問題意識の共有ができるのだろうか」という不安も感じていた。またこの
論集に対する強い期待感とともに，これからの歴史の新しい段階に対応する理
論展開の可能性を強く予期させるものになりうるかどうかという不安もあった。
しかし今，集まった 10本の論文を前にして，自分の不安が杞憂にすぎなかっ
たことを，まざまざと思い知らされた。不安をもっていた自分の不明を恥じる
思いで，いっぱいである。
　思い返せば，最初からその兆しはあった。各論者に原稿をお願いしてみると，
ほとんどの方々から，ためらいが感じられないご受諾のお返事をいただくこと
ができた。この種の企画としてはかなり余裕がない日程だったにもかかわらず，
多くの方に研究会にご参加いただくこともできた。また時期的に厳しい原稿の
締め切り日の設定だったにもかかわらず，ほぼ締め切りどおりに原稿をいただ
くことができた。本当にありがたく思う。論文をお寄せいただいた各論者の
方々の，熱い思いを感じられた編集過程であった。
　しかも，集まってきた原稿はどれも，「歴史の新しい段階」における実証分
析の課題・方法・理論展開等を示唆するものであり，今後のフェミニズム社会
理論の展開の可能性を十分感じさせる論考であった。そこには，グローバル資
本主義の理論的考察とフェミニズム理論，ラディカル・フェミニズムからマル
クス主義フェミニズムを経てケア論に至る流れについての考察，グローバリ
ゼーション時代における社会政策の国際比較や日本の社会政策の特徴，社会構
造変動と各社会政策下での女性の社会的状況の分析等，非常に広範囲で多彩な
論述がなされている。そして，中心的軍事力を国民軍から民間軍事会社に移し
つつある 21世紀における「女性と軍隊」の問題や，福祉国家におけるネオリ
ベラリズム的編成がもたらす問題，コロナ禍における女性の雇用や貧困の問題
等，具体的事象から社会全体の変容を見通すに十分な，理論的戦略性のうえで
重要性をもつ論点が，並んでいる。フェミニズムの理論的展開から個別の事象
の分析まで，マクロからミクロまでさまざまな論点が提示されている。しかも
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それらの多様な論文は皆，フェミニズムがネオリベラリズムとどのように関わ
り，それをどのように超えていくのかという大きな主題に絡んで展開されてい
る。それぞれの論者が提起している問題は，簡単に解決できるような問題では
ないかもしれない。しかしだからこそ，その論点は，これからの社会を見据え
るうえで，大きな論点となりうると思う。
　論考をお寄せいただいた方々のこのような熱意は，本書のタイトルをも変え
ることになった。本書は最初，編者の 1人である上野千鶴子が「まえがき」で
書いているとおり，「フェミニズムは生き残れるか」という問いかけをそのま
まタイトルとして刊行することを予定していた。けれども議論していく中で，
多くの論者からこの問いかけに対する違和感が表明された。「フェミニズムが
生き残れるかどうか自体が問題なのか。フェミニズムの存続を自己目的化する
のはおかしい」「フェミニズムの存続自体が問題なのではなくて，今問題に
なっているのは，人類の存続自体だと思う。フェミニズムが生き残れないよう
な未来には，人類の滅亡という選択肢しか残されていないのではないか。それ
が問題なのだと思う」「そうだとすれば，問題なのは『フェミニズムは生き残
れるか』ではなく，生き延びるために必要な『フェミニズムをどうしたら展開
できるか』ではないか」等。こうしたご意見を受けて，本書のタイトルは
「フェミニズムは生き残れるか」から『挑戦するフェミニズム』に変わった。
このような議論からもわたしは，強く背中を押されたように感じた。気弱な不
安から始まったわたしの本書の企画編集作業は，フェミニズム理論の展開への
熱意の奔流の中で，終わろうとしている。
　その意味で，本書の企画に携われたことは，個人的には大変意義あること
だった。とくに今強く感じているのは，この論集が期せずして，自分史をたど
るような機能を果たしたことである。「そうだった，あのときはこんな状況の
中で，手探りで問題を考えていたんだ」「あの理論から別の理論に移った背後
には，そんな問題意識があったんだ」等，さまざまなことが回想され，この半
世紀の自分の歩みを見る思いであった。今となればもう変わってしまった過去
の女性像を前提とした「古臭い時代にそぐわない理論」に見えるかもしれない
理論も，それぞれの時代において 1人ひとりのフェミニストたちが挑戦し格闘
しながら生み出した理論だった。『挑戦するフェミニズム』とはまさに，こう
した第二波フェミニズムの軌跡をたどる論集であるとともに，これからの新し
い歴史の段階に向けて挑戦するフェミニズムの論集でもある。1つの問いかけ
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が複数の問いかけを生み，それぞれが無数の問いかけとなって，世界に広がっ
ていくことを，願う。
　最後に，この企画を発案し最初から最後まで議論にお付き合いくださり原稿
に丁寧に目を通していただいた有斐閣の松井智恵子さんに，心から感謝したい。
「これからのフェミニズムのために活発な議論を生み出せるような論集を作り
ませんか」という松井さんの熱い思いと企画発案がなければ，本書は生まれな
かった。本当にありがとうございました。

2024年 6月

江原由美子
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